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研究成果の概要（和文）：本研究は、日本イエズス会版の修辞学的伝統としてのルネサンス・ヒューマニズム
が、取捨選択などの変容を被りながら後代に継承されている事実を、欧文原典・キリシタン版・キリシタン写本
という文献上の流れを追う事によって実証的に明らかにし、近世初期日本と、混沌とした背景を有する当時のキ
リスト教が接触した際の、宗教的構成要素の取捨選択のあり方を考察した。具体的には、（１）翻訳・翻刻の未
だない資料の対訳分析と、（２）戦後半世紀以上包括的調査の途絶えているキリシタン版の海外所在の移動の追
跡を行った。

研究成果の概要（英文）：This study traced the historical flow from the original European text to the
 books printed by the Jesuit mission press in Japan and their written manuscripts by Japanese 
believers, and analyzed some changes between texts due to some materials being sifted out or added. 
It showed that Renaissance humanism as a rhetorical tradition of the Jesuit missionaries in Japan 
has been passed down to later years. I examined the way people chose necessary religious components 
and discarded others when Christianity came to Japan in the early modern era; the Christian church 
was in a chaotic situation at the time. Specifically, I (1) translated and analyzed materials that 
have not been translated or reprinted and (2) traced the overseas movement of the Jesuit mission 
printings, which has not been comprehensively studied for more than half a century.
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１．研究開始当初の背景 
 キリシタン版の研究は、既に多くの研究蓄
積が存在するが、近年、コンピューター測量
技術を用いた印刷技術史研究、長い間に散逸
したキリシタン版の再発見にみられる書誌
学的研究、その翻訳原典の特定作業にみられ
る日欧対訳の文献学的研究など、従来の日本
史や国語国文学の枠組みを越え出た研究が
相次いでいる。 
 しかし、そのような発展の反面、テクスト
の発掘やテクスト自体の分析を何よりも重
視するため、それらテクストが成立する際の
知的文脈の理解にまで考察が及んでいると
はいえない。結果として、思想史研究では、
「日本人のキリスト教受容」「日本人の西洋
科学の受容」というように、「受容」という
一方向のみからキリシタン時代が扱われる
という現状に未だある。神学・哲学・科学の
混交した当時のヨーロッパの、神と自然をめ
ぐる複雑な時代背景を等閑視し、あたかも純
粋な「キリスト教」「西洋科学思想」が存在
したかのような前提で論じられることも少
なくない。すなわち、厳密なテクスト分析に
基づきつつも、歴史学における時間軸や、殊
に東西交渉史のような距離軸の中にそれら
を位置づけるインテレクチュアル・ヒストリ
ーとしては、まだ発展段階にあるといえる。 
 したがって、このような欠点を補い、欧文
原典・キリシタン版・潜伏時代のキリシタン
写本というテクストの動的流れの中で、近世
初期における東西の知的邂逅の史実を実証
的に明らかにすることが、現在必要とされて
いる。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、日本イエズス会版（所謂
キリシタン版）の思想的源泉としてのルネサ
ンス・ヒューマニズムが、取捨選択などの変
容を被りながらどのように後代に継承され
ているかを、欧文原典・キリシタン版・キリ
シタン写本という文献上の流れを追う事に
よって実証的に明らかにし、近世初期日本と、
混沌とした背景を有する当時のキリスト教
が接触した際の、宗教的構成要素の取捨選択
のあり方を考察することにある。具体的には、
（１）分析の対象となる、翻訳・翻刻の未だ
ない資料を提示するとともに、（２）戦後半
世紀以上包括的調査の途絶えているキリシ
タン版の海外所在の移動を追跡し、日本の文
化遺産の発掘と保存に貢献する。 
 以上の作業によって、取捨選択の結果とし
て、ひいては潜伏キリシタンにまで継承され
たルネサンス・ヒューマニズムの足跡を検証
したい。 
 
３．研究の方法 
 上記目的達成のための具体的な方法は以
下の通りである。 
 上記「研究の目的」に掲げた（１）に関し
ては、欧文原典諸版の厳密なテクストクリテ

ィークによって欧文原典とキリシタン版と
の関連を探るのみならず、当時の日本人が書
き留めたキリスト教の教理説教ノートと考
えられる、キリシタン写本にまで分析を広げ
ることを目指す。これによって、西洋の思想
的基底としてのキリスト教と接触した際の、
日本側の宗教的構成要素の取捨選択のあり
方にまで考察を進める。 
 上記「研究の目的」の（２）に関しては、
『キリシタン文庫』（初版 1940年）の著者ヨ
ハネス・ラウレス（1891－1959）の包括的研
究以後、戦争や政変の影響で原本の所蔵先が
移動していたり、個人蔵として知られていた
原本が所蔵者の没後行方不明になっている
等の現状を、可能な限りとりまとめる。キリ
シタン版は日本の重要な文化遺産であるが、
海外所蔵先にその認識が必ずしもあるとは
限らない。これまでの活動で築いてきた国外
のライブラリアンとのコンタクトを十分に
活用し、当該資料の重要性を内外に広く公開
する。これら資料群の再調査は、所謂インタ
ーネット時代になってから初めての試みと
いえる。 
 
４．研究成果 
 上記「研究の目的」に掲げた（１）に関し
ては、二組の資料群を分析の対象とした。一
組目の、写本「吉利支丹抄」（通称）につい
ては、その内容の一部がＬ・グラナダの『祈
りと黙想論(抄）』（刊行年不詳、1559 年頃
とされる）である可能性を示した論が 2012
年にＳ・マウゴジャータ氏によって発表され
て以来俄かに注目が集まり、写本自体の書誌
学的・文献学的分析が後続した。一方その欧
文原典については、当時のヨーロッパにおい
て多くの版が出版されており、布教地日本に
おいて使用された版がその時点で特定され
ていたわけではなかった。マウゴジャータ氏
の上記の結論は動かないと思われるが、欧文
原典の版の特定は、日欧両テクスト間の異同
が、両文化の交渉に起因する取捨選択ではな
く、単に依拠するテクストが異なっているだ
けであったというような、実証性を欠く結末
に至らないための基礎的作業である。この点
について明らかにしたのは、『祈りと黙想論
（抄）』は 1574 年に著者による要約の再要約
版が、また 1587 年には他の小作品と合冊さ
れた小作品集も出版されているという点で
ある。そしてこの両者を比較すると内容に若
干の違いがあり、当該キリシタン写本には、
1574 年の方にしか存在しないパラグラフが
翻訳されているという点も明らかになっ
た。”欧文原典”というものを一つに特定す
ること自体困難であるという認識は、翻って、
当時のヨーロッパ人による翻訳作業の複雑
さを証明する結果ともなった。したがって、
ヨーロッパにおけるテクスト・クリティーク
の進展と歩を一にしながら暫定的テクスト
として、上記の二つの版を用いて、原典の草
稿を整えた。 



 二組目の「バレト写本」「ドミニカの抜書」
（いずれも写本、通称）L・グラナダの『祝
日の説教集』『諸聖人の説教集』の対訳研究
については問題が残された。それは、1970 年
代に両者の関係性を指摘したＪ・Ｌ・アルバ
レスの論考は、検証するに、厳密には「バレ
ト写本」とグラナダ原典との内容の“類似性
の指摘”に留まり、その他の欧文ソースも参
考にされた可能性が否定できない点が明ら
かになったからである。したがって「バレト
写本」の成立過程を改めて調査すべく、日本
イエズス会が参照可能であった、トリエント
公会議以降のミサ典礼書を中心に、グラナダ
に限らないテクストに広く当っていくこと
が今後の課題として残された。 
 上記「研究の目的」に掲げた（２）に関し
ては、『キリシタン文庫』の著者Ｊ・ラウレ
スの没後調査・報告・複製の類が存在しない、
国外の所蔵館にポイントを絞って調査を進
めたところ、キリシタン版原本の所蔵先が移
動しており、なおかつ移動先で再び閲覧不能
になっている事実をイタリア、スペインにお
いて計 2件確認した（ここでいう「閲覧不能」
とは、本研究責任者が当該所蔵館にて請求後、
ライブラリアンと調査したところ、該当資料
の存在が確認できなかった、という事態を指
す）。キリシタン版は国字本だけでなくロー
マ字本を含み、なおかつヨーロッパ式の印刷
物であるという複雑な分類に属するが、その
書誌学的重要性を当該所蔵先の担当者が認
識しているとはいえない現状があることを
指摘した。 
 一方、調査の過程で、ドイツ・ニーダーザ
クセン州のヴォルフェンビュッテルにある
アウグスト公爵図書館 (Herzog August 
Bibliotek, Wolfenbüttel)における、ローマ字
キリシタン版『コンテムツスムンヂ』（1596）
の存在が明らかになった。本書の現存は英オ
ックスフォード大学ボードレイ図書館、伊ミ
ラノ・アンブロシア図書館につづき世界で３
例目となる。この在独刊本については、これ
まで上述のＪ．ラウレス『キリシタン文庫』、
天理図書館編『きりしたん版の研究』をはじ
めとするキリシタン版書誌に全く言及され
ていないことからも、インターネットによる
書誌情報の重要性と、国際的なネットワーク
の必要性が当該分野においてあらためて認
識された。同館の研究者によってプロべナン
スや書誌情報等の調査が進められており、今
後はこの調査動向を注視しつつ、研究蓄積が
豊富な日本のキリシタン文献学研究によっ
てそれを可能な限り補完していきたい。 
 研究課題申請時に設定した上記（１）（２）
以外に、以下の 2つの資料群にも若干の考察
が及んだ。キリシタン版と、それをもとにし
た後代との写本との関係を考察するにあた
り、キリシタン版『スピリツアル修行』と、
その内容が一致することで知られる写本「七
科観念書」（通称）との間に存在する内容の
差異について、海老沢有道による先行研究を

補強するデータを見出した。また、キリシタ
ン版『日本のカテキズモ』の編纂過程を調査
する中で浮上した、Ａ・ヴァリニャーノの「日
本史」（写本）を考察し、ヴァリニャーノに
よる日本人への”理性的な”布教政策の背後
に存在する思想的背景（ルネッサンス期の魔
術と"古代哲学（prisca sapientia)" に関す
るディスコース）を指摘した。 
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